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 埋忠美沙氏の「黙阿弥の研究――江戸の善人と悪人」は、狂言作者河竹黙阿弥を対象とした学位請求論文であ
る。河竹黙阿弥の作品は、大正から昭和戦前にかけて『黙阿弥脚本集』『黙阿弥全集』によって一応の整理がなさ
れ、舞台の上でも今日に至るまで上演され続けているものが多い。しかし、黙阿弥を対象とする博士論文は必ずし
も多いとはいえず、埋忠氏の研究によって、今後さらに黙阿弥研究が深化することが期待される。 
 本論文は、幕末までの黙阿弥作品を取り上げ、様々な角度からの検証を試みており、その方法の多彩さがひとつ
の特色となっている。以下、各章について、具体的にみてゆく。 
 「はじめに」を踏まえた第一章「黙阿弥の江戸と明治・大正」は、今日までの黙阿弥研究史をたどりながら、その過
程であらわれた視角や論点を検証する。今日に至る黙阿弥評価の礎石を築いたとも評しうるのが、「江戸演劇の大
問屋」という評言を与えた坪内逍遙であることは衆目の一致するところであるが、本論では逍遙の言説を子細に辿り
直すことによって、逍遙の黙阿弥評価の背景や、逍遙が黙阿弥描く悪人について特段の言及をしていないなど、
従来にない視点を提供している。さらに大正期では、黙阿弥家の養嗣子となった河竹繁俊と、黙阿弥家の養嗣子と
なることを望んだ永井荷風の役割に特に注目し、魅力的な悪人像への注目、白浪ものの悪の讃美といった紋切り
型が大正期に成立するであろうとの見通しを述べている。また、戦前戦後で論者の視角が、内容面から様式・表現
の面へと移ってゆくといった指摘もなされている。 
第二章「嘉永の河原崎座――黙阿弥の初期作」では、「都鳥廓白浪」「吾嬬下五十三駅」の二作品を取り上げて
検討している。「都鳥」では、従来の翻刻台本では知られていなかった部分に着目し、台本を補う正本写草双紙に
も目を配りつつ、番付資料の精査にもとづく場面の検討、演出の検討を行っている。「吾嬬下五十三駅」について
は、五十三駅ものの系譜をたどりつつ、曲亭馬琴の読本『頼豪阿闍梨怪鼠伝』との比較から、作品の特性を検証し
ている。 
第三章「安政の市村座――小団次との提携」では、「鼠小紋東君新形」「敵討噂古市」「三人吉三廓初買」の三作
品を取り上げている。「鼠小紋」については、役者絵を精査し、上演前に出たもの、上演後に出たものの区別から、
正本写草双紙など、種々の絵画資料をつきあわせることで、作品構想がどのように完成してゆくかという、その過程
を追っている。「噂古市」については、講談での先行作との比較を通して、講談・落語と共通の話型を劇化する際の
共通点などをあぶり出している。本節では、黙阿弥と提携した市川小団次が、悪人と並行して善人役を同一狂言の
なかで演じていたことに注目し、黙阿弥描く善人論を展開したところに新しい着眼点がある。「三人吉三」について
は、大正期以来、お嬢吉三に焦点をあてられていた本作を、黙阿弥作品の構想における小団次の重要性に鑑み
て、小団次が演じた和尚吉三から照らし直すことを試みている。ここでも絵画資料を駆使することによって、扮装を
はじめとする役の造形過程を検証している。 
第四章「文久の市村座――『青砥稿花紅彩画』論」では、市川小団次より下の世代によって主演された作品であ
る「青砥稿花紅彩画」を取り上げて、典拠・演出の面から検証している。ここでは、とくに従来、典拠として知られなが
ら詳細な検討がなされてこなかった、日本左衛門の実録を精査して、典拠研究に新生面を開いている。 
 以上を踏まえた「おわりに」において、今後の課題について展望している。 
 
本論文の特色として挙げるべきは、演劇研究の各方面において近年開拓された種々の方法を体得し、駆使し得
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ている点である。 
歌舞伎研究においては、1970 年代以降、資料整理の時代とされる時期に入り、役者評判記・歌舞伎台本をはじ
めとする膨大な資料の活字化が推進された。それらが一段落した 1990 年代半ば以降、コンピュータの導入による
膨大な情報処理が可能となり、それ以前から進められていた番付情報の整理と、絵画資料の収集整理が急速に体
系化されていった。論者埋忠氏は、そうした情報処理が整った時期に登場した新世代であり、各種の番付の精査か
ら問題点をあぶり出し、膨大な役者絵を並列させることによって、絵画資料の効用を説得力ある形で提示し得てい
る。この章では、歌舞伎研究において近年進展した上演資料検討の方法と、近世文学研究の方法を軸に論を展開
している。さらに、近世文学研究と関連する面では、これも近年進展をみている実録研究の方法をいかしながら、一
方では落語・講談など舌耕芸研究の成果も取り入れ、最近、論者自身も加わって研究を進めている正本写草双紙
研究の成果も積極的に活用している。論者の幅広い目配りと、精進が反映されているといえよう。 
その結果、小団次が悪人だけでなく、融通の利かない馬鹿正直な善人の造形でも個性を発揮したことを高く評
価するなど、従来にない視点をもたらしている。黙阿弥作品における初演者市川小団次の重要性は従来から知ら
れていたところながら、黙阿弥の人物造形を舞台上で膨らませてゆくにあたって、小団次がどの時点でどのように関
与したか、といった問題を、実証的に追求することを可能にしている点は、高く評価されるべきであろう。 
むろん、審査にあたっては、いくつかの問題点も指摘された。 
まず、幕末期の黙阿弥の全体像を捉えるためには、なお論及しなければならない作品があるのではないか、とい
う点では、多くの審査員の意見が一致した。市川小団次が善悪両面を演じたという点でも、名作とされる「蔦紅葉宇
都谷峠」への論及を期待する審査員が多かった。 
また、研究方法が多岐にわたる点が魅力ではあるが、それは反面では、全編を貫く論としての力が弱いという一
面ももたらしているのではないか、という疑念も複数の審査員から提出された。同時代の劇壇状況との対照、同時代
の他の狂言作者との方法的比較などの面が薄いという指摘もなされた。作品論、役者論、周辺資料論と、それぞれ
での成果を積み上げていることは明らかながら、「黙阿弥の研究」という表題のもとで、来たるべき将来に一書を問う
とすれば、それらを総合した視点が要求されることになろう。 
しかし、先述するように、これまで必ずしも博士論文という形で大成されてこなかった黙阿弥研究に、新生面をも
たらす可能性についても、審査員の意見は一致をみた。黙阿弥を対象とするとなれば、いわゆるアカデミズムの研
究論文だけではなく、文芸批評、演劇評論など、膨大な言説を整理した上での黙阿弥論及史をベースにすることが
求められることになる。論者の追求は、聳え立つような巨大な壁に取り付いたところであるかもしれぬが、絵画資料
研究、舌耕芸研究、実録研究などの知見が、狂言作者研究や演出研究にも有効に応用できることを示したという点
で、今後の成果を大いに期待できることは明らかと判断された。 
以上によって、審査委員会は、全員一致して本論文に、博士（文学）の学位を授与するに値するものと評価した。
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